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業績予想の修正に関するお知らせ

当社は、2023 年５月 11 日開催の取締役会において、2022 年 11 月 10 日に公表しました 2023 年６月期の連結業績予

想について、下記のとおり修正することを決議いたしましたのでお知らせいたします。 

記 

● 業績予想の修正について 

2023 年 6 月期連結業績予想数値の修正（2022 年７月１日～2023 年６月 30 日) 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 16,500 700 720 460 20.79

今回修正予想(B) 14,200 266 280 155 7.01

増減額(B-A) △2,300 △434 △440 △305

増減率(%) △13.9 △62.0 △61.1 △66.3

（ご参考）前期実績 

（2022 年６月期） 

13,761 666 706 444 19.85

修正の理由

当社におきましては、一昨年の住宅ローン控除が終了して以降、受注件数が前年対比で伸び悩んでおりました。ま

た、当社におきましてはデジタルマーケティングによる集客は堅調に推移しておりますが、新型コロナウイルス感染

拡大による建築需要が収まってきたことを受け、競合他社との競争が以前より激化しております。受注件数は、昨年

10 月以降は前年対比を上回る水準で回復してきておりますが、当連結会計年度の売上販売件数は前回予想時の 84％に

留まる見通しです。そのため、売上販売件数の伸び悩みが、売上総利益の低下を招きました。また、グループ会社の

タクエーホーム株式会社におきましても、新型コロナウイルス感染拡大による建築需要がひと段落したこと、また建

築用地仕入れの遅延の影響により販売可能物件を十分に確保することが難しかったことから、前回予想より減収とな

りました。加えて、ウッドショックをはじめとする住宅資材価格の高騰による原価率の上昇の影響や、将来の事業展

開を見据えて採用活動を積極化したこと及びインフレ時代を見据えて既存社員の賃上げを行ったことにより販管費が

増加いたしました。

以上により、売上高及び各利益ともに公表済みの業績予想を下回る見通しです。なお、配当予想につきましては、

前回公表値から変更はございません。



（注）上記の業績予想数値は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の

業績は、今後さまざまな要因により、予想数値と異なる可能性があります。

以 上 


